




令和８年度菅引地区森林環境保全整備事業（育成受光伐外）

伐倒

（単位） ％ ha 本 ㎥ m3/ha ｍ cm ㎥ ㎥ ％ km ｍ ㎥ ㎥ ㎥
1

2.59 スギ 130 188.42 364 21 46 1.45 105 75 30 105

3.64 ヒノキ 368 369.03 507 20 38 1.00 120 80 40 120

271 間伐 35 1.22 ヒノキ 61 384 175.82 412 16 26 0.46 110 63% 20°以下 中 13.8 列状 フォワーダ 418 90 20 110 育成受光伐

282 間伐 35 5.30 ヒノキ 47 1,630 852.45 460 14 32 0.52 460 54% 20°以下 易 13.0 列状 フォワーダ 462 350 110 460 育成受光伐

282 間伐 35 1.37 スギ 40 391 204.49 426 16 26 0.52 80 39% 21～30° 中 10.2 列状 フォワーダ 147 50 30 80 保育間伐活用型

283 間伐 35 0.32 ヒノキ 53 80 43.36 387 18 28 0.54 20 46% 21～30° 易 13.3 列状 フォワーダ 473 20 0 20 保育間伐活用型

285 間伐 35 0.31 スギ 44 199 135.12 1,245 19 30 0.68 10 7% 21～30° 中 9.7 列状 フォワーダ 68 10 0 10 保育間伐活用型

1.98 スギ 499 431.65 623 19 34 0.87 285 225 60 285

0.40 ヒノキ 100 54.20 387 18 28 0.54 25 25 0 25

0.53 スギ 79 60.02 566 20 32 0.76 40 30 10 40

0.32 ヒノキ 48 26.08 408 19 26 0.54 15 15 0 15

288 間伐 35 0.37 ヒノキ 51 90 50.17 387 18 28 0.56 30 60% 21～30° 易 13.3 列状 フォワーダ 473 30 0 30 育成受光伐

18.35 3,998 2,590.81 1,300 1,000 300 1,300

※１　予定価格算出基礎の一部を示すものであり、技術提案の内容によって、本条件調書と合わない場合がある。
※２　本条件調書の内容と現地が一致しない場合は現地を優先する。
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